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BRiSK (ブリスク) の特徴

全上場銘柄のフル板データを20分の1に圧縮し、ローカルPCにリアルタイム配信。 
クラウド上のリソースをデータトラフィックの変動に対して動的にアロケートすることで 

高いコスト優位性と可用性、スケーラビリティを同時に達成。

2

全上場銘柄のフル板の一覧表示が可能に。今までになかった視点でマーケットを俯瞰。

「スマートコピペ」で瞬時に銘柄リストを作成。事実上、登録銘柄数は無制限。

WebSocketや、WebAssemblyの技術と最適なデータストラクチャの採用により、 
Webアプリの手軽さと低遅延・高速なレスポンスを両立。

フル板の高速切替により、板からの発注の実用性が大幅に向上。

自社サーバー クラウド配信JPX ローカルPC

データサイズを 
20分の1に圧縮

フル板の高速な切り替えや 
全上場銘柄の同時表示が可能に！

圧縮したデータをすべて 
ローカルPCのメモリに格納

圧縮済 
データ



BRiSKのご利用にあたっては、以下の環境を推奨します。 
なお、ブラウザの最新バージョンの情報については、各ブラウザの公式Webサイトをご確認ください。

3動作環境

Google Chrome: 最新版 
Edge: 最新2メジャーバージョン 
Firefox: 最新版 
Safari: 最新2メジャーバージョン

ブラウザ
OS

Windows 8.1以上 
64ビット版 Windows 7 
左記のブラウザが動作するLinuxとMac OS

※32ビット版 Windows 7 は最新版のGoogle Chromeのみ推奨動作環境に含む。

BRiSK推奨動作環境

Internet Explorer 　および　モバイルOSBRiSK非動作環境

以下の環境ではBRiSKをお使いいただけません。



ベースセクションでは、市場や業種別の銘柄リストや、 
オリジナルの銘柄リストの参照、管理ができます。 
左側に各リストのサマリー情報が表示され、 
右側には選択されたリストに含まれる銘柄情報が表示されます。 
一覧と板とチャートの3種のVIEWで切り替えが可能です。

プルアップセクションには、 
個別銘柄の詳細情報が表示されます。 
引条件付注文や 
価格帯別累積出来高を含む 
フル板やチャートなどが、 
タブ切り替えで簡単に参照できるほか 
右側の2つのパネルでは、 
歩み値と5分足チャートを 
表示することができます。

4画面の基本的な構成

プルアップセクション 
個別銘柄に関する詳細情報

ベースセクション 
複数銘柄の一覧表示

BRiSKは、常に表示されている 
ベースセクションと、必要な時に下部から 
せり上がってくるプルアップセクションの 

2つで構成されています。 
これらの大きさの配分は 

プルアップセクション最上部を 
ドラッグすることで自由に変更できます。



右側では各リストに含まれる個別銘柄を一覧表示。 
ボタンで切り替えられる一覧と板とチャートの3種のVIEWを用意。 
こちらの一覧VIEWでも、スマートコピペを使って銘柄を追加可能。 
各銘柄のダブルクリックでもプルアップセクションが立ち上がり、 
クリックで表示する銘柄を切り替え。

5ベースセクションについて (1) ～全体概要～

左側の一覧の銘柄リストを 
Controlキーを押しながらクリックすると、 
右側のスペースに新規パネルで 
銘柄リストを表示。 
複数の銘柄リストを一度に参照 
できるため、比較もより簡単に。 
各パネルで独立に一覧と板とチャートの 
切り替えができます。 
Controlキー無しでクリックすると、 
現在選択されているリスト  
(青線で囲われているリスト) の 
内容が切り替わります。

左側では銘柄リストを一覧表示。 
新規銘柄リスト追加もBRiSK独自のスマートコピペ機能で 
カンタン、ストレスフリーに。（詳細はP.10） 
銘柄リストのCSVイン/エクスポート(詳細はP.7)にも対応。

ベースセクションは複数銘柄が一覧表示される部分で、 
常に表示されています。↔ プルアップセクション（P.12）



6ベースセクションについて (2) ～各部概要～

最上部には常に最新の場況が流れます。 
（場況の配信条件はP.9の表を参照） 

右端の ▶…マークを押すと過去の場況一覧を確認できます。 銘柄一覧には「すいかチャート」を表示。 
色と濃淡で  　　　　　 が表現され、 
その日の値動きがひと目で参照・比較できます。 
その他にも各種数値予測や特別気配の表示など 
様々な機能を用意 (詳細は次ページ) 。

 下落　　 上昇

リストに含まれる銘柄のフル板を一覧表示。　　　　　　 
                ボタンを押すと、表示中の板の 
中心を現値にリセット。 
　　　　       ボタンを押すと、 
各板の表示行数を切り替えることが出来ます。

一覧 VIEW

板 VIEW

各銘柄の値動きの割合をチャートで一覧表示。　　　　　　
チャート VIEW右側のパネル内で個別銘柄をダブルクリックすると、 

画面下からプルアップセクションが立ち上がり、 
その銘柄の詳細情報を見ることができます。詳しくはP.12へ。



7ベースセクションについて (3) ～CSVイン/エクスポート～

自分で作成した銘柄リストは、CSVファイルとして書き出して保存したり (エクスポート) 、 
それを読み込んでBRiSK内に復元したり (インポート) することができます。 

エクスポートされるCSVデータには、現値や出来高など、 
銘柄一覧の一覧VIEWに表示されている全種類の情報が含まれています (エクスポート時点での数値) 。

▼CSVインポート▼CSVエクスポート

CSVエクスポートボタンを押すと表示される画面で 
データを書き出したい銘柄リストを選択しエクスポートをクリック。

CSVインポートボタンから読み込むCSVファイルを選択。 
銘柄リスト名、対象カラムを設定しインポートをクリック。 



8ベースセクションについて (4) ～一覧VIEW詳細～

寄付き前には、 
現値/騰落率/出来高/売買代金/ 
売買代金前日比/寄付騰落率の 
予測値を ( ) 表記(注1)で表示。

(注1) 他の予測値から計算された数値も予測値として扱われ ( ) が付きます。 
(注2) ETFの時価総額は、前々日営業日の発行済み口数をもとにしたものになります。

ウは売り特別気配、カは買い特別気配

現値カラムでは、最終約定価格が一つ前の約定価格に対して上昇したら赤色、下落したら緑色の背景を表示

(注2)

カラム名クリックで昇順/降順並べ替え、    クリックでフィルター設定騰落率/VWAP比は銘柄リスト内の単純平均、売買代金は合計、上昇/下落は銘柄数



9ベースセクションについて (5) ～場況配信条件・その他～

一覧表示の最左カラムおよび銘柄リスト展開時のリスト名の左に表示される赤と緑の       マークは、 
その銘柄リストに含まれる全銘柄を、直近30秒間で約定価格が上昇した/変化しなかった/下落したもの
に分類し、それらの数の比を面積で表しているものです。特定の銘柄リスト内の全体的な買われ具合、
売られ具合を一目で確認できます。

短信種別 通知される条件
225型バスケット 5億円以上の225型バスケット注文が検知された時に通知。
ストップ高安接近 板中心値段がストップ高/安から2％以内にその日初めて到達した時に通知。

特別気配更新接近

特別気配値の更新が予想される30秒前に通知。ただし、「買い特別気配の場合はその気配値よりも高い、売り特別気配の場合はそ
の気配値よりも低い値段の注文の総和が1000万円以下のとき」または「最終約定価格、なければ当日基準価格を基準値段とし
て、買いの場合、更新先価格 < 基準値段 * 1.01、売りの場合、更新先価格 > 基準値段 * 0.99 を満たすとき」は表示しない。特別
気配値が更新される際、約定しない場合はJump、約定する場合はOpenと表示。

寄付出来高急増予想 8時50分から寄付きまでの間、予想寄付売買代金がしきい値をまたいで変化した時に通知。しきい値は「前日寄付売買代金の2
倍」と「1億円」のうち大きい方の金額。倍率は、寄付予想売買代金が前営業日寄付金額の何倍であるかを表す。

大口注文

「注文代金が10億円以上」または「非ETFの銘柄で注文代金が1億円以上かつ前日売買代金の10％以上」の注文が検知された時に
通知。ただし、現在の値段※を基準として、売り注文の場合は特別気配の更新値幅分高い価格よりも上、買い注文の場合は特別気
配の更新値幅分低い価格よりも下の価格への注文に対しては表示しない。※この場合の現在の値段としては、特別気配値段、最終
約定価格、基準値段をこの順に優先的に採用する。

5分足出来高急増 当該期間の出来高が「1億円以上であり、かつ直近12個の『寄り、引け、またはザラ場中の5分毎』の出来高のうち最大のものに
対して定数倍以上」という条件を満たした時に通知。

▲ベースセクション最上部に表示される場況(P.6)の配信条件



10

スマートコピペは銘柄リストの作成と管理のためのBRiSK独自機能です。銘柄リストに入れたい銘柄コードを含むページをネット上などからコピーし、 
左側の銘柄リスト一覧の上ペーストするだけで、コピーした銘柄からBRiSKが新規リストを瞬時に自動作成。既存のリストへの追加もできます。

スマートコピペとは？

ベースセクションについて (6) ～スマートコピペ(作成編)～

銘柄リストに入れたい銘柄をネット上で見つけたら、 
銘柄コードを含むテキスト全体を選択しCtrl + C (Macの場合は⌘ + C) 
を押してコピー。この際、余計な文字列が入っていても構いません。

1

(引用：Yahoo!ファイナンス)

2

3

BRiSKを開き、左側の銘柄リスト一覧のどこかを選択した 
状態でCtrl + V (Macの場合は⌘ + V) を押してペースト。

ペーストすると銘柄リストの名前を入力する画面が現れるので、 
好きな名前を入力しOKをクリック。

4 先ほどコピーしたテキストの中から自動的に銘柄情報が抽出され、 
銘柄リストが作成されます。



3 右側に銘柄リストの内容（個別銘柄一覧）が表示されるので、 
その中のいずれかの行をクリックで選択。

11ベースセクションについて (7) ～スマートコピペ(追加編)～

既にある銘柄リストの中で、　でコピーした銘柄情報を 
追加したいリストをクリックで選択します。

2

3 4 その状態でCtrl + V  (Macの場合は⌘ + V)を押しペーストすると、 
先ほどコピーしたテキストの中から自動的に銘柄情報が抽出され、 
銘柄リストに追加されます。

1銘柄リストに入れたい銘柄をネット上で見つけたら、 
銘柄コードを含むテキスト全体を選択しCtrl + C (Macの場合は⌘ + C) 
を押してコピー。この際、余計な文字列が入っていても構いません。

1

(引用：Yahoo!ファイナンス)



12プルアップセクションについて (1) ～全体概要～

左右のサブパネルでは歩み値と5分足を表示。中央のメインパネルでは板とチャートと詳細を表示。

プルアップセクションをたたむ

プルアップセクションは、 
ベースセクションで個別銘柄を 
ダブルクリックした時に、 

画面下から現れるセクションです。 
軽快に動作するフル板をはじめ、 
特定の銘柄の情報をより詳細に 
参照できる機能が集まっています。 

右上の ▼ を押して 
たたむこともできます。 個別銘柄をダブルクリックすると… 画面下からプルアップセクションが現れます

板タブでは、 
フル板の全フレームを 

省略することなくLIVE表示。 

現値/騰落率(基準値段比)/VWAP比



13プルアップセクションについて (2) ～主要な機能～

OVER▲ / UNDR▼をクリックで板を上下に移動

値段カラムのダブルクリックで 
板の中心を現値にリセット

マウスホイールのスクロールで上下に移動

銘柄コード/名を入力で銘柄切り替え

チャートタブ選択時▲

詳細タブ選択時▼

　　　をクリックすると　　　　　　　　　 が表示され、板の時間を一時停止した状態で 
1フレームずつ戻る/進むことができます。LIVEを押すとリアルタイム表示に戻ります。

　　 をクリックしてその時点の 
板のキャプチャ画像を保存



14プルアップセクションについて (3) ～板の詳細～

板の値段カラムの横には、寄・引値段の予測値や、 
ザラバ引けなどの特殊状況が、 

リアルタイムで計算されて表示されます。 
また、これらの記号をクリックすると 
その値段を板中心に表示します。 

（記号の種類と表示される条件は右表参照）

記号 表示される条件
寄 引条件付き注文を考慮しない板寄せでの予測値段
引 引条件付き注文を考慮した板寄せでの予測値段
ザ 特別気配の更新値幅を越えた範囲に”引”表示がある時に”ザ”に変化

ウ / カ ウ：売りの特別気配  /  カ：買いの特別気配
C 連続約定気配
- 東証が定める板中心値段

板の黒線は更新値幅を表し、特別気配の時、または寄・引の値段が更新値幅外にあるときのみ表示されます。

▼特別気配時の板

更新値幅 カ



15プルアップセクションについて (4) ～板・チャート正規化～

板の上でマウスホイールを 
クリックすると…

板の数値を正規化 
値値段カラムの数値は騰落率に、 

買/売カラムの数値は金額（百万円）に変化し、 
累計もそれらの値で算出し再表示します。

チャート上でもマウスホイールを 
クリックすると…

縦軸が値動きの割合(％)に変化し、 
値動きの大きさがより分かりやすくなります。

背景の赤い補助目盛線の間隔は５分/日/週/月足それぞれで 
1%, 5%, 10%, 20%と決められているため、 

チャート領域内に赤線が詰まっているほど値動きが大きく、 
まばらなほど値動きが小さいことがひと目でわかります。

✎Tips … ベースセクションのチャートVIEWでも 
赤線の詰まり具合で値動きの大きさを比較できます。


